里の 春、 山の 春 
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野原に はもう 春が きていました。 

さ <ら 

桜が さき、 小鳥 はないて おりました。 

けれども、 山に はま だ 春 はきて いません でした。 

山の いただきに は、 雪 も 白く のこって いました。 

山のお くに は、 おやこの 鹿が すんで いました。 

ぼう しか 

坊やの 鹿 は、 生まれて まだ 一年に ならない ので、 春 

と は どんな もの か 知りませんでした。 

「お 父ち やん、 春って どんな もの ご 

「春に は 花が さくの さ。」 

「お 母ち やん、 花って どんな もの ご 

「花って ね、 きれいな ものよ ご 
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